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自治体議員とまちづくり

前号の区議会レポートの冒頭で、私1耳、地域づくり・まちづくりの重要性と意昧につい

て取りよげました。その中でち述べだことですが、それぞれの地域の声を背負いながら選

挙で選ばれてくる自治体議員にとって、まちづくりは特に大切なちのだと思います。

自治体議員の役割とは何でしょうか。それは、第一に、区長をはじめとしだ首長の執行

する行政施策に対する監視役としての役劃であります。これは、地方自治活ょに規定され

た地方議会の有する議決権や調査権、あるいは憲法� 93条に見られる、地方議会は「議決機

関」であるとする規定からち理解されることです。

しかし、自治体議員の役割|耳、こうしだ法的規定に見られるちのだけではないと思いま

す。それは、それぞれの議員が選出されている地域のまちづくりのだめの代弁者という役

割です。議員は、それぞれの地域の抱える、より日常的な問題や課題を行政に届け、それ

らをひとつひとつ解決していくという役割が期待されていると言えるでしょう。(ちちろん、

江戸川区全体の、あるいは自分の住まいとは離れた地域の区民の声を届けることち少なく

ありません。)

今年度tまだ、私は行政の監視役としての議員であると同時に、地域住民あるいは区民

全体の代弁者としての議員として、両者の役割に気を配りながら、地道な政治活動を続け

ていきたいと考えています。

防災と中川堤防耐震工事

ここ十数年、日本のみならず、世界各地で多くの災害が発生してきましだ。記憶に新し

いところでは、スマトラ沖地震・津波、ハリケーン 「力卜� IJ-ナ」などが挙げられるでし

ょう。まだ、私たち日本人にとって忘れることのできない阪神・淡路大震災の発生から、� 
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会庄は ll年目を迎えまし走。合、直民全体の防災に対する意識の高まりはこれまでにたよい

ちのとなっていると言えます。

こうし疋防災に対する意識の高まりは江戸川区においてち例外ではありません。多くの

万ちご存知のとおり、現在、中川堤防耐震工事(正式には「中川左岸防潮堤耐震補強工事」

という)が進められています。事業主体は東京都ですが、これは、江戸川区をはじめとし

だ中川沿岸のすべての自治体にとってち非常に重要な工事であると言えます。

江戸川区を含む城東地域の多くがゼロメートルの低地となっており、私たちの生活は、

荒川や隅田川に沿って設けられた堤防によって守られていると言ってち過言ではありませ

ん。そういっ疋現況下、東京都は阪神・淡路大震災やキティ台風並みの自然災害が起こっ

てち、水害に見舞われず、私だち住民の暮らしが守られるよう、順次、耐震対策・高潮対

策・スーパ-堤防の各事業を進めています。Tに示し疋のは、それらのうち、中川堤防耐

震工事の計画断面図を東京都の資料より転載したちのです。

快ヌ
コンタ11ート被覆

(浸食lZよる崩壊を
防ぎます。7

|中川堤防断面| 

A.p.l:rま，ArrakawaPeiJの略で、荒川水系における水位を表
す単位で、If霊;岸島水位観測所Jでの干潮位壱A P.:::t'Om
とLています血全;薗:の高さの基準であるt.P.:tÒ~ OmC東京
湾中等潮位=いわゆる海抜)r志AP.+1.134mと怠ります。

高潮とは、台風による大気匿の低下や波浪により潮位が
上昇する現象です。

洪水とは、大雨情台風などにより、河川一の水位や涜量が
増大する現象マす。

地盤政良

〈地震にともなう}液状化などに 
a〆よる堤防の崩壊を1防ぎます。)

より)J11J(東京都建設局河川部資料「水害からまちを守る東京の 

上のやや専門的な図面からは多少分かりづ5い部分ちありますが、この図から得られる

最ち重要なi1¥イントのひとつは、地震による堤防の崩壊を防ぐため、川底部分の地盤改良

により基礎地盤が強化され、j司川|テラス Tに打ち込まれだ厚さ 1メートルの鋼管矢板によ

って地震時の液状化が起こらぬよう、総合的怠耐震対策か、とられているということです。 
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平成� 20年度の完成を目指して、中川|

沿いの各箇所において順次、士事が

進められています。

いつ起こるか分からないのか自然

災害の恐さです。まだ、時にそれは

人命さえち奪ってしまう恐さを持っ

ています。いつか確実に起こりうる

ちのとして自然災害をとらえ、防災

対策の重要性を合後ち行政に対し訴

え続けていき疋いと思います。� 

葛西橋東詰付近の中川堤防耐震工事� (3月� 20日撮影)

旧葛西橋東詰付近の工事風景。ここ

は河川テラスも完成(3月20日撮影)

2005年� 9月の本会議において、私は一般質問を行いました。以下、質問における区長

とのやりとりの抄録です

窓会議レポート� / 2005年� 9月議会における一般質問

フィルム・コミッション整備がもたらす江戸川区の� 
PR効果と経済振興について

<フィルム・コミッションとは>

画刷、「フィルム ・コミッシ ヨン整備がちだらす江戸川区の� PR効果と経済振興」をめぐる

問題について質問させて頂きます。

最初に、 「フィルム ・コミッシ ョン」について整理しておきだいと思います。

合、 コンテンツ産業あるいはコンテジツ ・ビジネスと言われる分野が大きくクローズ?ップされ� 
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ています。コンテンツ産業とは具体的には、映画、 ドラマ、� α人アニメ、マンガ、ゲーム、音楽

などといつだソフト産業の総称であり、それぞれの文化的表現に対して著作権で保護されている産

業のことです。ゴンテンツの分野はこれまで、所詮はエンタテインメント、子供向けなどと評され、

行政がその保護育成策に正面から取り組んでくることはほとんどありませんでした。しかし、わが

国のアニメ、マンガ、ゲームの各分野から世界的な一流作家が次々と宝まれ、わが国はその創造性

と経済規模の点力¥らアニメやゲームの輸出大固と芯り、さらに、近隣諸国では行政によるコンテン

ツ産業への保護育成策が積極的仁導入され、また、海賊版の問題が国際市場において深刻になり始

めるに至り、わが国tコンテンツ産業政策に関して手をこまぬいているわけにはいわ¥なくなりまし

た。

そんな中、� 2003年� 7月、政府は知的財産本部のτにコンテンツ専門調査会を設け、日本のコン

テンツ・ビジネス振興のための検討作業を開始しましだ。わが圃のゴンテンツ産業は事業規模にし

て� 11兆から� 14兆円にち及ぶ一大産業と言われています。しかし、� 7二メやゲームの分野で先行し

てはいてt、総体として、わが国のコンテンツ・ビジネスは、事業規模ではハリウッドを抱える米

国のそれにはまだ大きく水をあけられ、また国の保護育成策に支えられている中国や韓国に猛追さ

れているという状況下にあります。

政府のコンテンツ専門調査会|耳、� IAII Japan、C∞1Japan、DigitalJapanJなど� 5つの理念を掲げ、

昨春、報告書「ゴンテンツビジネス振興政策」を発表しました。そして、その「振興政策」の中で� 

1力¥ら� 10までの改革点が具体的に示され、その� 10番目に掲げられだのが「地域等の魅力あるコン

テンツの保存・発信強化」という問題です。その中では「フィルムコミッションの口ケ誘致活動」

への支援が合後取り組んでいくべき つの課題として指摘されています。これは、映画やテレビド

ラマなどのコンテンツの撮影に際し、欠くことのできない口ケにかかわる自治体側の積極的芯情報

提供・情報発信と誘致活動、あるいは撮影許可などの便宜をめぐる問題です。こうしだ口ケ誘致の� 

子びます。わが国では、数年前、全1]情報提供を行なう窓口や機関を「フィルム・コミッション」と

国フィルム・コミッション連絡協議会という団体が設立され、現在、多くの自治体や商工会議所と� 

t連絡を密lことりながら、フィルム・コミッションの整備、推進に取り組んでいます。

<江戸川区における現状>

画先lこt述べましたとおり長い問、行酬がコンテンツ産業の育成策やフィルム・コミッシ

ヨン整備の問題に積極的に関与していこうという姿勢はほとんど見られませんでした。わが区にお

いてtそれは同様で、あったと言えるでしょう。口ケの申請があってt区には統一的な担当課、窓口

か存在世ず、まだ撮影許可のルールt特に定められてはいないため、撮影場所の所轄によって広報

課・施設公社などが個別に、ケースパイケースで対応してきたのが現状です。

しかし、こうした状況は徐々に改められるべきです。なぜなら、フィルム・コミッション整備、

あるいはコンテンツ産業の保護育成策には、自治体にとって非常に大きな� PR効果や文化振興、経

済振興、観光収入アップなどの効果が期待できるからです。

現在、区内では年間、どれぐらいの口ケの申請があり、実際にどれぐらいの撮影が許可されてい� 
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るのでしょうか。まだ、口ケの申請件数はここ数年、どのように変化しているのでしょうか。 

経営企画部長1 本区の口ケ回数でございますが、昨年度 1年間では 32件ございました。関係部署

で申しますと、土木部、環境促進事業団、区民施設公社でございます。本年度につきましては、こ

の 4月から 8月の聞に、あわせて 18件、同様の関係部署において行われまし走。

<フィルム・コミッションと地域経済振興>

圏 一 般 に、映画やテレビを通じだ映像コンテンツの発信力持つ観光や雇用などの経済効果へ

の理解が乏しいが疋めに、コンテンツ産業そのちのに対する行政の関心t低いのだ、と推測されます。

コンテンツ産業界からは、せっかくの口ケ候補地を見つけながら t、自治体における申請窓口のた

らい回しゃルールの不透明さによって、撮影を断念するという話を耳にすることがあります。これ

はコンテンツ産業の発展にとってマイナスである lざわ¥りではなく、自治体にとってち大きな損失で

あると考えられます。映画『ロード・オブ・ザ・リング』の口ケ誘致によってニュージ ランドの

GDPは 2パーセントち押し上げられ Eと言われています。逆に言えば、ニュージーランドが同映画

の誘致に失敗していれば、それだけの経済収益の可能性を失っていたということです。一つの口ケ

誘致は、時に「万博」以上の苅果をちたらす可能性があります。その他!こち、『スター・ウォーズ』

とチュニジアの例や『冬のソナタ』と韓国・ナミソムの例など、口ケ誘致と地域への経済効果の例

|手数多く挙げられます。

行政によるコンテンツ産業恰フィルム・コミッション整備に対する関与と理解が遅れてきだ中で 

t、少しずつではありますが、ここ数年、変化の兆しが現れつつあります。それらコンテンツ産業

の育成や口ケ誘致がちたらす PR効果や経済振興の可能性に注目し、行政側が自ら口ケの情報発信

に積極的に関与していこうという動きが見え始めだのです。例えば、荒川区、川崎市、東京都など

において行政が積極的に口ケ場所在発信し走り、その交渉窓口を設置し始めたのです。富士宮市や

伊豆の国市などは、 2005年度の固によるロケーション誘致吏援地域としてのモデル事業に取り組

んでいます。韓流「ハ 1)ウッド」とち言われ、会年になってその計画が発表されたソウル近郊の行

政主導型 IJ¥)レリユ村」の劃設に及15，'ちのではありませんが、わが国の自治体においてち、コンテ

ンツ産業の有用性および重要性について再認識する動きが少しずつ見られるよう仁左よってきだと

言えるでしょう。

昨庄の同僚議員によるコンテンツ製作関連の質問の際、区長は篠 11I奇駅西口の大規模開発にとち怠

い計画されている、 2008年強土予定の区民施設にわ¥らめて、フィルム・コミッションの課題につ

いてち積極的な検討作業を加えていきたいという答弁をされていましだが、その後、この検討作業

にどのような進展があったのでしょうか。

これからフィルム・コミッション整備の問題について、区としてち地域振興という大きな視点、力¥

ら積極的仁取り組んでいこうという姿勢に変化は広いちのと考えています。江戸川区のイメージを

さらに高め、まだ拡大させ、文化振興、観光振興、そして地域経済振興への大きな知果が期待でき

るコンテンツ産業の保護育成策のーっとして、ぜひフィルム・コミッシヨンの整備についてち考え

ていくべきでしょう。政府の専門調査会が日本のブランド作りとして IC∞IJapan、DigitalJapanJ 

といった理念を掲げだように、区ちそれらにあやかり、 IC∞IEdogawaJなどの理念やキャッチフ

レーズを掲げながら、篠崎駅西口の公共施設整備に関係付けていくのちょいでしょう。

聞これからの新しい時代を迎えまして、大変重要な視点、だと思っております。私自民のよ  
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うな問題を、力を入れるべき課題として、いろいろご示唆を頂き芯がら研究してまいりだいと思っ

ておりますので、どうかよろしくお願いいたします。

篠崎駅西口の公共施設につきましては、まだ完成までに聞かありまして、検討中で tあり、関係

者の意見tいろいろ聞かなければなりません。会確固定る状況をお話しすることは難しいのですが、

いい施設にしていきたいと考えており、(木村議員の)ご趣旨 lごち沿うようなちのが機能としてで

きあがることを願っております。

画 これまでt同僚議員による同様の観点からの質問がありました。区長は先ほどの同僚議員に

対する答弁の中で、 7Jく辺の活性化という tのち非常に大事だ、と言っていました。江戸川区がちしか

りにフィルム・コミッションの具体的なtのを発信するならば、例えば、都J[，¥の区がとっているよ

うな路線を真似する~\要は全く怠いと思います。江戸川区が訴えるべき tのは何か、江戸川区の文

化として誇る色のは何力¥と言ったら、それは例えば、下町の雰囲気であったり、あるいは水辺の利

用だ、つだりすると思います。そういつだちのを江戸川区の特徴としてアピールし、こうしたtのを

江戸川区での口ケに使つてはいかがかと提示する、こうしたちのをルール化を兼ねてぜひとち整備

して頂きたいと思います。

荒川区では具体的に事業が進んでおり、中学校を口ケに貸し出し著名な映画作畠の撮影lこち使わ

れております。具体的な貸し出し時間、 Q渉窓口などちホームページ上で公開されています。こう

した例 t参考にしながら、フィルム・コミッション整備を進めていって頂き疋いと思います。

安全・安心まちづくりと子どもの安全

合号では先に防災の話題を取り上げまし疋が、防犯に関する話題についてち少し触れて

おきだいと思います。

昨今の防災に対する意識の高まりと同様に、防犯についてち、私たちの問題意識とその

対策を求め~声はかつてないほど高いちのになっています。その原因は、悲しいことに、

犯罪発生件数の増加によるところが大きいと言わさ.るを得ないでしょう。特に、力の弱い

子どちたちを狙った卑劣な犯罪は、私だちの社会全体にとってち大きな悲劇であり、犯罪

に対する私たちの危機意識を高めることになっています。

江戸川区は自治体としての人口規模ちまた大きい疋め(都内 62区市町村のうち、人口規

模において本区は上から 4番目の約 66万人)、件数による単純出較にはあまり意昧がない

のですが、それでち、江戸川区が警視庁管内の中でち犯罪の認知件数の多い自治体のひと

つであるということは大変残念な話です。そうしだ不名誉な状況を改め、安全で暮らしや

すい江戸川区在取り戻すため、近年、区と区内 3警察署は一致協力し、「安全・安JG¥まちづ、

くり運動」を実施するなど、犯罪発生の減少に努めてきましだ。そして、その結果として、

平成 17年ほ対前年比で刑法犯認知件数を 16.5パーセント減少させることができましだ。

それらについて、少し具体的に見ていきましょう。 
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まず、区環境防災部環境推進課内に安全・安11)まちづ、くり運動推進事務局を設け、庁用

車や委託警備会社による区内巡回夜間防犯パトロールの実施、防犯パトロール実施マニュ

アルの作成などに取り組んできましだ。

また、子どちの安全に特化しだ対応策として、区教育委員会Id:昨年 12月、小・中学校� 

PTA連合協議会、区立羽稚園� PTA連合会、青少年育成地区委員長会、青少年委員会、体育

指導委員会、少年団体連合会、民生・児童委員協議会、すくすくスクール、区立羽・小・

中学校(圃)長会、区内� 3警察署などと協力し、子どちの安全緊急対策会議を聞き、全校

一斉防犯パトロールの実施(区内全校で同時にかつ 斉に実施するパトロール。昨年� 12

月に初回実施)、「子どち見守り隊J (腕章善装しだポランティア)による通学時間帯のパ

トロールの展開、通学路安全点検の実施(学校・� PTA・児童生徒で安全・安J[)マップを作

成)などの具体策について協議、実施してきましだ。まだ、小学� 1年生から� 3年生の希望

者を対象に防犯ブザーの貸与などち行なっています。

こうした一連の防犯対策「安全・安J[，¥まちづ、くり運動Jの結果として、平成� 17年におけ

る区内での刑法犯認知件数が平成� 16年に出べ、� 16.5パ セントの減少となっだことは先

!こ述べたとおりです。件数としては 2664件の減少で、江戸川区Id:都内 62自治体の中で最

ち認知件数の減少しだ区となりましだ。ちちろん、これは大変な改善の数値であり、喜ば

しいことではありますが、刑法犯がゼロになつだわけではありません。まだ不審者出没の

情報ちなくなってはおりません。子どちたちが安J[，¥して学び、遊べる江戸川区とするだめ

に、これからち行政と地域とが一体となって、安全・安J[，¥のまちづ、くりに取り組んでいく

必要があります。

なお、江戸川区のホ ムペ ジの最初のぺ--:J'の右端「サービスページJにある「防犯� 

l情報Jをクリックして]頁くと、「安全・安心まちづくり通信Jのページが聞きます。このぺ

ジは防犯関連に関する情報のポータルサイトですので、例えl式、区内にある葛西・小松� 

警察署のメール二ユースなどを見ることが3警察署管内での犯罪発生状況や3・小岩の11J 

できます。また、この� 4月� 1日からは、江戸川区防犯メール二ユースの配信ち開始されて

います。ご登録頂くことによって、携帯電話やパソコンで区内の防犯情報が無料で配信さ

れるサ ピスです。以下、いくつかの間連するアドレスを記しておきますので、ご活用下

さい。

.江戸川区ホームページ「防犯情報J安全・安心まちづ、くり通信� 

http://www.citγ.edogawatokyo.jp/sec_anzen/topix.html 

.防犯パトロ ル実施マニュアル� (POF版)� ι 
http://www.citγ.edogawatokyo.jp/sec_anzen/pdf/manγuaru.pdf 

.江戸川区防犯メール二ユ ス(登録・変更・解除)� 

http://www心Itγedogawatokyo.jp/sec_anzen/mallnews.html

.平成 17年度の都内区市町村別の刑法犯認知件数� 

http://www.keishicho.metro.tokγo.jp/seian/an_machi/image/josei.pdf 

.警視庁管内不審者情報(江戸川区) 

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/seian/fushin/23edogawahtm 
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木村長人区議会レポート  [2006年 4月 11日〕 

大学院修士課程修了のご報告卜--1
ご報告が少し遅くなりましたが、昨春、私は東大大学院の修士課程を無事、修了いたしまし


た。もともと私の進学の動機は、専門性にたけている行政マンに負けないような政策提言のス


キルを身に付け、少しでもそれを議会改革や行政改革に活かしていくというものでした。


私の専攻は社会情報学と呼ばれる分野です。「社会情報学」と言っても、分かりにくし、かもし

れません。また、「社会情報学」とひとくちに言っても、そこにはさらに細分化された様々な分

野があります。社会情報学の中でも私の研究分野は、政治学、行政学、法学に極めて近いもの

です。例えば、個人情報保護条例、情報公開制度、情報セキュリティ政策、電子自治体、電子

民主主義などをめぐる 問題を取り扱っています。堅苦しいテーマが多いのは大学院の研究で、す j

からいたし方ないとして、これらは一見してお分かりになると思いますが、どれも自治体行政 t

あるいは地方政治と直接関係のあるものばかりです。当然、自分自身の興味関心と得意な領域

から専門の研究分野を選んだということです。自分にとって、こうした社会情報学の研究を深

めるという選択をしたのは、ごく自然な成り行きであったと言えるのかもしれません。

ここ 2年間、私が区議会の本会議で取り上げてきたテーマ、例えば、個人情報保護制度、情

報セキュリティ政策、あるいはフィルム・コミッショ ンなどは、どれも、大学院での研究と区

議会での実際の活動との相乗効果から生まれたものばかりです。私にとって大学院は、政策を

身に付ける絶好の場所となっています。

結局、修士課程だけで研究を終わりにすることなく、幸いにも、引き続き博士課程に進学す

ることができました。今後も上述のようなテーマについて研究を深め、さらに、江戸川区の議

!会改革と行政改革に向けての提言をより積極的に行っていきたいと考えています。何よりも、

!まずは江戸川区の議会と行政をよ くするための専門性とスキルで、なければなりませんから。 

|木村長 人 プ ロ  Yィール|
-略歴ー  

• 1964年(昭和 39年)千葉県生まれ

・中央大学法学部政治学科卒業

.早稲田大学第一文学部哲学科哲学専修卒業

.米国ジ、ヨージ、タウン大学国際関係学部留学

.東京大学大学院学際情報学府修士課程 jl多3
同博士課程在学中

・安田火災海上保険株式会社(現損保ジャパン)入社

・米国下院議員タッ力一事務所インタン

.衆議院議員田中甲事務所秘書

・江戸川区議会議員(現在、 2期目)

・江戸川区スポーツダンス協会会長

江戸川トライアヌロン連合副会長

一議会での役割ー

・文教委員会委員

.手育て・熟年者支援特別委員会委員 
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